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　１１月１１日（火）租税教育推進協議会より税理

士　鈴木智登志　先生をお招きして、「租税教室」

を開催していただきました。

　暮らしの中には様々な税金があり、その数は５０

以上にも及ぶこと、公平に税金を納めてもらうため

にそれだけの数の税金が課せられていることを聞い

た生徒は、「公平」という言葉を改めて考える時間

となりました。

　学校で学習をするために使われている税金、学生

のために税を使うことができるかは、国民が選挙で

選んだ議員が話し合って決めること、その他の公共

サービスについても同様で、自分のなりたい未来を

創るためにも選挙へ行くことが大切であることを学

びました。

　そして、今学校で勉強をしていることは勉強する

経験を積んでいることで、この経験があると社会に

出てからも勉強ができる人になり、勉強ができると

仕事が楽しくなることも伝えられました。

　生徒からの質問「独身税はありますか」に対して、鈴

木先生からは、「独身税はありませんが、家庭をもち扶

養家族が増えると、それに伴い納める税金が減ります。

独身の方の方が多く収めることもあるでしょう。しか

し、実際に子供を育てるのにはお金がかかりますから、

公平という視点から考えるとどう考えるかは人それぞれ

ですね」というご回答をいただき、いろいろな考えに触

れる機会となりました。


